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263　　　　 顕微授精法 ：卵細胞質内精子注入法

（ICSI）の 受精現象に及ぼす卵 の Agi  及び精液所見

264　　　 Acridile　orange 染色及び monobrornobi −

m 孤 e − acridine 　onnge 染色に よる受精障害精子の

検索
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［目的亅通常の体外受精で は受精 し得 な い 重度の

男性不妊症に対 して ICSIが 開発 され、良好 な成績

が報告され て い る 。 今回我々 は ICSI に よ る受精率

及び受精異常に対する卵側 の 要因として の 加齢 と、

精液所見の 影響に つ い て 検討を加えた 。　［方法］

163周期 、 1046卵 を対象 として ICSIを行っ た 。 精液

所見は 乏精子症 （20× 1〔尹海1未満）、 精子奇形症

（Krugerの 基準 に よ る 86％以上）、精子無力症 （運動

率50味 満）の 組み合 わせ によ り分類 した 。受精異

常は 15〜17時間後の前核数に よ り判定 した 。　 ［成

績」  1046個 の 卵 の うち530個 （50．7％）が受精 し、

そ の うち511個 （96．4％）が分割した 。   精液所見に

よ る 受精率は 正 常精液所見で 58．0土 22，0％、濃度 ・

奇形率 ・運動率の 異常の うち 、

一
異常所見で 52．6

± 28．5％、二 異常所見で 49．9± 30．8％、三 異常所見

で 63，4± 31．4馳 有意差 を認 めなか っ た 。   年令に

よ る 受精率の 平均は〜29才、30〜34才、35〜39才、

40才以上 で それぞ れ61．4± 30．5％、 52．3±28．5％、

47，5± 28．　7％、53．9± 44，4％で 、加令 に よ る影響は

認め られ なか っ た。しか し、妊娠率はそれぞ れ

31．8％、22．2％、 8．6％、 15．4Xで加令 に よる影響が 顕

著に認 め られ た 。   受精異常に関 して
一
前核を認

めた もの は126個 （23．8％）、三前核は 38個 （7．2％）、

正 常な前核を認 めた もの は366個 （69．　1％）であ っ た 。

次に分割につ い て は
一前核 よ りの 分割は96．O％、三

前核で は92．1％、正常受精卵で は97．0％で あっ た 。

また受精異常に対する加令の 影響は認め られ なか

っ た 。　［結論亅ICSI の 成績に関 して は男性の 精液

所見 よりも、女性の 加齢 の 影響が より重要で あっ

た 。

【目的】重症の乏精子症，受精障害例に対 して 近

年卵細胞質内精子注入法（ICSI）が臨床応用されて

い る 。 術前に受精障害のあるこ とを判定するこ と

は困難とされ て い るがpcridine 　omnge （AO ）染色

を精子に行 うことでそ の診断が可能か否かを検討

した 。 さ らにmonobromobiinane （rnBr ）を組み合わ

せ る新 しい AO染色を開発 しその 有用性も検討 し

た 。 【方法 】IVF− ET が施行された55例の 精子を

AO染色 しIVFの 結果 と比較検討した 。
　IVFで受精

の 認め られない 症例には囲卵腔内精子注入法（SUZ

I）もしくはICSIを施行した 。
　AO 染色は既報の 方法

で行い，成熟精子核を示すgreen型，未熟型のred 型

に分類 した 。 中間の タイ プは yellow型と表現 した。

mBr − AO 染色は1mM の mBr で 5分間前処理 した後に

AO 染色を行 っ た 。 　【成績】55例（IVF群）の AO染色

成績は green型45．1±18．1（M ±SD）％ ，yellow型33．4

± 9．0％，red 型 215 ±15．2％で あ っ た 。
　Green型の 割

合 と精子濃度，精子運動率及び正 常形態精子率の

間には有意な相関は認め られなか っ たが ，green型

の割合とIVFの 受精率の 間には有意な正 の 相関が

認め られ た（r＝　O．60S，p＝O．OOOI，y ＝ 1．38x− 10．29）。

Green型の 少ない 例はSUZ 【で も受精卵は得 られず ，

ICSIで のみ受精が確認された 。
　 mBr − AO染色を行

うとgreen型が47．0±22．4％か ら73．1±22．7％ に上

昇 し
，yellow型が消失 した。　【結論】Green型の 少

ない 精子では ，通常の IVFの みな らずsum で も受精

が生 じない こ とが明か にされた。 Green型精子の

少ない 症例は ，精液所見の良否に 関わ らず治療法

と して ICSIを選択すべ きと考え られた 。
　mBr − AO

染色法は
，励起された mBr の蛍光に よりAO 染色像

が よ り
一

層鮮明とな り，中問型が消失して効果的

なenhanced 　AO 染色法になるもの と期待され る 。
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